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1.  平成25年12月期第1四半期の連結業績（平成25年1月1日～平成25年3月31日） 

当社は、平成24年11月16日開催の取締役会決議に基づき、平成25年１月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。そのため、前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

当社は、平成24年11月16日開催の取締役会決議に基づき、平成25年１月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。そのため、前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第1四半期 261 △2.4 34 △2.3 25 7.1 22 2.3
24年12月期第1四半期 267 △86.0 35 ― 23 ― 22 ―

（注）包括利益 25年12月期第1四半期 22百万円 （2.1％） 24年12月期第1四半期 22百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純

利益
円 銭 円 銭

25年12月期第1四半期 2.38 ―

24年12月期第1四半期 2.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年12月期第1四半期 2,053 148 7.2 15.51
24年12月期 1,988 125 6.3 13.13

（参考） 自己資本   25年12月期第1四半期  148百万円 24年12月期  125百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

25年12月期 ―

25年12月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成25年12月期の連結業績予想（平成25年 1月 1日～平成25年12月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 540 4.2 65 7.8 38 △2.6 35 0.7 3.66
通期 1,053 △33.9 121 △16.1 71 △19.7 65 △22.1 6.80



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

当社は、平成24年11月16日開催の取締役会決議に基づき、平成25年１月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。そのため、前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数、期中平均株式数を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財
務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年12月期1Q 9,638,200 株 24年12月期 9,638,200 株

② 期末自己株式数 25年12月期1Q 83,200 株 24年12月期 83,200 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期1Q 9,555,000 株 24年12月期1Q 9,555,000 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日～平成25年３月31日）における我が国経済は、デフレ脱却のため

の金融緩和政策及び景気回復のための各種経済対策に対する期待感を受け、為替相場は円安傾向となり株式市場も

株価が上昇傾向となるなど、明るい兆しが見受けられますが、欧州債務問題や中国の経済成長の鈍化の動きなど、

海外経済の不確実な状況は続いており、依然として楽観できる状況ではないものと思われます。 

当社グループが属する不動産業界におきましては、首都圏マンション供給戸数は前年同期と比べ増加し、契約率

も一定の水準を維持しており、不動産市況は底堅く推移しているものと思われます。 

このような事業環境のもと、当社グループは不動産管理事業を事業領域の中心に据え、それに関連する不動産仲

介事業、不動産賃貸事業の更なる収益向上を目指してまいりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は261百万円（前年同四半期比2.4％減）、営業利益34百万円（前

年同四半期比2.3％減）、経常利益25百万円（前年同四半期比7.1％増）、四半期純利益22百万円（前年同四半期比

2.3％増）となりました。 

   

（不動産販売事業） 

当第１四半期連結累計期間は竣工・販売した物件はなく、売上高、営業利益を計上できませんでした（前年同四

半期は１百万円の営業損失）。 

（不動産管理事業） 

管理しております賃貸マンションのリフォーム関連の売上が減少し、売上高は106百万円（前年同四半期比

10.1％減）、営業利益は54百万円（前年同四半期比16.1％減）となりました。 

（不動産賃貸事業） 

当社所有不動産の賃貸稼働率の維持に努め、売上高は96百万円（前年同四半期比1.5％減）、営業利益は13百万

円（前年同四半期比10.5％増）となりました。 

（不動産仲介事業） 

積極的に営業活動を行い、売上は増加したものの、原価が増加し、売上高は46百万円（前年同四半期比17.8％

増）、営業利益は15百万円（前年同四半期比9.6％減）となりました。 

（その他の事業） 

主にビジネスホテルファンド１物件の運営により、売上高は12百万円（前年同四半期比0.0％減）、営業利益は

６百万円（前年同四半期比144.6％増）となりました。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債及び純資産） 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ64百万円増加し、2,053百万円となりまし

た。これは主に現金及び預金が26百万円、仕掛販売用不動産が33百万円増加したことによるものであります。 

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ41百万円増加し、1,905百万円となりまし

た。これは主に前受金が44百万円増加したことによるものであります。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ22百万円増加し、148百万円となりました。

これは主に四半期純利益22百万円の計上によるものであります。 

   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成25年12月期の業績予想につきましては、平成25年２月15日に公表いたしました「平成24年12月期決算短信」

における業績予想から変更はありません。 

なお、実際の業績等は、業況の変化などにより予想数値と異なる可能性があります。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（減価償却方法の変更）  

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

なお、この変更による営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。  

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 377,564 403,598

受取手形及び売掛金 51,246 61,870

商品及び製品 4,391 5,142

販売用不動産 499,715 499,715

仕掛販売用不動産 106,112 139,336

原材料及び貯蔵品 2,795 2,680

その他 78,007 76,966

貸倒引当金 △51,719 △52,106

流動資産合計 1,068,114 1,137,206

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 30,294 30,294

減価償却累計額 △17,895 △18,312

建物及び構築物（純額） 12,399 11,981

車両運搬具 1,537 1,537

減価償却累計額 △1,537 △1,537

車両運搬具（純額） － －

工具、器具及び備品 46,755 47,501

減価償却累計額 △45,485 △45,658

工具、器具及び備品（純額） 1,269 1,842

土地 12,451 12,451

リース資産 11,113 11,113

減価償却累計額 △6,668 △7,223

リース資産（純額） 4,445 3,889

有形固定資産合計 30,565 30,165

無形固定資産   

その他 908 808

無形固定資産合計 908 808

投資その他の資産   

投資有価証券 208 227

長期貸付金 4,785 4,785

繰延税金資産 4,868 4,833

投資不動産 1,009,511 1,009,511

減価償却累計額 △175,207 △178,601

投資不動産（純額） 834,304 830,910

その他 50,090 49,612

貸倒引当金 △5,266 △5,266

投資その他の資産合計 888,991 885,103

固定資産合計 920,464 916,077

資産合計 1,988,579 2,053,283



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,594 15,566

短期借入金 824,500 803,800

1年内返済予定の長期借入金 21,880 17,980

前受金 245,359 289,423

預り金 297,407 315,227

未払法人税等 5,384 3,847

賞与引当金 － 1,252

その他 54,400 60,017

流動負債合計 1,461,526 1,507,116

固定負債   

退職給付引当金 16,904 18,490

長期預り保証金 373,969 369,381

その他 10,717 10,112

固定負債合計 401,591 397,984

負債合計 1,863,117 1,905,100

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,146,418 1,146,418

資本剰余金 1,121,858 1,121,858

利益剰余金 △2,042,840 △2,020,138

自己株式 △99,912 △99,912

株主資本合計 125,523 148,226

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △61 △42

その他の包括利益累計額合計 △61 △42

純資産合計 125,461 148,183

負債純資産合計 1,988,579 2,053,283



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 267,602 261,086

売上原価 154,643 157,282

売上総利益 112,958 103,803

販売費及び一般管理費 77,382 69,037

営業利益 35,576 34,765

営業外収益   

受取利息 － 3

保険解約返戻金 － 446

貸倒引当金戻入額 3,114 －

その他 751 657

営業外収益合計 3,866 1,107

営業外費用   

支払利息 11,871 10,617

支払手数料 3,967 －

その他 221 206

営業外費用合計 16,060 10,823

経常利益 23,382 25,049

特別損失   

減損損失 850 －

特別損失合計 850 －

税金等調整前四半期純利益 22,532 25,049

法人税、住民税及び事業税 294 2,312

法人税等調整額 35 35

法人税等合計 329 2,347

少数株主損益調整前四半期純利益 22,202 22,702

少数株主利益 － －

四半期純利益 22,202 22,702



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 22,202 22,702

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 48 19

その他の包括利益合計 48 19

四半期包括利益 22,250 22,721

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 22,250 22,721



 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年３月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                               （単位：千円） 

 （注）１.「その他」の区分には、ファンド事業、貸金業、設計監理事業等が含まれております。 

    ２.セグメント利益又はセグメント損失の調整額△59,860千円は、セグメント間取引消去△1,600千円、各セ

グメントに配分していない全社費用△58,260千円であります。 

    ３.セグメント利益又はセグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 
  
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

     該当事項はありません。 

   

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年３月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                               （単位：千円） 

 （注）１.「その他」の区分には、ファンド事業、貸金業、設計監理事業等が含まれております。 

    ２.セグメント利益の調整額△55,430千円は、セグメント間取引消去△2,400千円、各セグメントに配分して

いない全社費用△53,030千円であります。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  報告セグメント  

  

その他 

（注）１

  

 合計  

  

 調整額 

（注）２ 

  

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）３ 

  

不動産販売

事業 

  

不動産管理

事業 

  

不動産賃貸

事業 

  

不動産仲介

事業 

  

計 

  

 売上高                   

外部顧客への売上高  －  118,584  97,824  39,190 255,600 12,002  267,602  － 267,602

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  1,600 － － 1,600 －  1,600  △1,600 －

 計  －  120,184  97,824  39,190 257,200 12,002  269,202  △1,600 267,602

セグメント利益又はセ

グメント損失（△） 
 △1,699  65,225  12,415  16,811 92,753 2,683  95,436  △59,860 35,576

  報告セグメント  

  

その他 

（注）１

  

 合計  

  

 調整額 

（注）２ 

  

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）３ 

  

不動産販売

事業 

  

不動産管理

事業 

  

不動産賃貸

事業 

  

不動産仲介

事業 

  

計 

  

 売上高                   

外部顧客への売上高  －  106,584 96,337 46,164 249,086 12,000  261,086  － 261,086

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  2,400 － － 2,400 －  2,400  △2,400 －

 計  －  108,984 96,337 46,164 251,486 12,000  263,486  △2,400 261,086

セグメント利益  －  54,717 13,724 15,191 83,633 6,563  90,196  △55,430 34,765



    ３.セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 
  
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

     該当事項はありません。    
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